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Part-SU7122 ●公約数と公倍数の「公」は「共通」－２

問題 SU-7122-1-1

　Ａ，Ｂの２人が同じ日から同じ職場で働き始めた。
　Ａは３日勤務した後３日休むというパターンを，Ｂは４日勤務した後４日
休むというパターンを，それぞれ繰り返すとき，360 日間のうちＡ，Ｂとも
に勤務する日は何日あるか。

1.　	60 日
2.　	75 日
3.　	90 日
4.　105 日
5.　120 日

問題 SU-7122-1-2

　Ａ，Ｂの２人が同じ日から同じ職場で働き始めた。
　Ａは４日勤務した後４日休むというパターンを，Ｂは６日勤務した後６日
休むというパターンを，それぞれ繰り返すとき，288 日間のうち，Ａ，Ｂの
うち少なくとも１人が出勤している日は何日あるか。

1.　192 日
2.　198 日
3.　204 日
4,　210 日
5.　216 日

２
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問題 SU-7122-1-1

　　Ａは，	 〇〇〇×××		 の６日で１サイクル
　　Ｂは，	 〇〇〇〇××××	 の８日で１サイクルとなります。

　トータルが 120 日ですから，Ａは 20 サイクル，Ｂは 15 サイクルで，当然
ながらサイクル数が一致しません。

　では，どうすべきかというと，Ａ，Ｂ２人にとって共通の，初めてのサイ
クルエンドが何日目かを知る必要があります。
　そして，それは，６と８の最小公倍数である 24 日目となります。

　Ａのサイクルエンド	 ６日目	　	12 日目	 18 日目　	24 日目

　Ｂのサイクルエンド	 　　８日目	 　	16 日目	 　	24 日目

　24 日間の２人の状況を並べてみると，次のようになり，２人がそろって〇
（出勤）するのは，24 日のうち★をつけた６日であることがわかります。

　Ａ	 〇〇〇×××〇〇〇×××〇〇〇×××〇〇〇×××
　Ｂ	 〇〇〇〇××××〇〇〇〇××××〇〇〇〇××××
	 ★★★　　　　　★　　　　　　　　　★★

　２人一緒に見ると 24 日で１サイクルということは，360 日間では 15 サイ
クルとなります（360 ÷ 24）ですから，２人そろって出勤する日数は，

	 １サイクルで６日　×　15 サイクル　＝　90（日）　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 3」となります。

問題 SU-7122-1-2

　Ａにとっての１サイクルは８日	（〇〇〇〇××××），
　Ｂにとっての１サイクルは 12 日	（〇〇〇〇〇〇××××××）
となりますから，２人にとって共通の，初めてのサイクルエンドは，８と 12
の最小公倍数である 24 日目となります。

　Ａのサイクルエンド	 ８日目	　		 16 日目	 24 日目

　Ｂのサイクルエンド	 	 　12 日目	 	 24 日目

　24 日間の２人の状況を並べてみると，次のようになります。
　問題の要求は「少なくとも１人が出勤している日数」ですが，ここでは逆に，
２人とも休み（×）の日に着目しましょう。それは，24 日のうち◆をつけた
６日であることがわかります。

　　　Ａ　〇〇〇〇××××〇〇〇〇××××〇〇〇〇	××××
　　　Ｂ　〇〇〇〇〇〇××××××〇〇〇〇〇〇××	××××
	 　　　　　　　　◆◆　　　　　　　　　	　	 ◆◆◆◆

　２人一緒に見ると 24 日で１サイクルということは，288 日間では 12 サイ
クルとなりますから，２人そろって休む日数は，

	 １サイクルで６日　×　12 サイクル　＝　72（日）　となります。

　よって，少なくとも１人が出勤している日数は，

	 288　－　72　＝　216（日）　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 5」となります。
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問題 SU-7122-2-1

　102 人の従業員が働いている年中無休の店舗がある。この店舗では，経費
削減のため，今まで業者に委託していた閉店後の清掃業務を，ある年の元日
から従業員が行うこととなった。
　102 人の従業員には，１番から 102 番までの従業員番号が付されており，
元日には１番から 12 番までの 12 人，１月２日は 13 番から 24 番までの 12 人，
というように，社員番号順に毎日 12 人ずつが清掃業務を行うこととした。
　このとき，再び元日と同じ 12 人が清掃業務を担当することになるのは１月
何日か。なお，この店舗では，１月には従業員の退社も入社もなく，早退も
なかった。

1.　１月 14 日
2.　１月 15 日
3.　１月 16 日
4.　１月 17 日
5.　１月 18 日

４
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問題 SU-7122-2-1

　例えば，従業員数が６人（１番～６番）までの６人がいて，毎日４人ずつ
とすると，どうなるでしょうか。
	 	 	 	 	 	 	 　累計
	 １日目		 １番	 ２番	 ３番	 ４番	 　４人
	 ２日目		 ５番	 ６番	 １番	 ２番	 　８人
	 ３日目		 ３番	 ４番	 ５番	 ６番	 　12 人（12 は６の倍数）
	 ４日目		 １番	 ２番	 ３番	 ４番

　３日目までの累計（延べ）人数は 12 人で，この人数は従業員数６の倍数と
なることから，その翌日の４日目に，１日目と同じ１番～４番となります。
　そして，この累計人数の 12 は，従業員数の「６」と，毎日４人ずつの「４」
の最小公倍数として求めることができます。

　したがって，この問題においても，累計人数が		 ２	）	 102	 12
従業員数 102 の倍数となるのは，従業員数「102」		 ３	）	 	51	 ６
と，毎日 12 人ずつの「12」の最小公倍数として	 	 	 	17	 ２
求めることができます。

　　最小公倍数＝２×３× 17 ×２＝ 102 ×２＝ 12×17 ＝累計 204 人

　　累計 204 人となるのは，204 ÷ 12 ＝ 17（日目）

　よって，再び１番から 12 番までの 12 人が担当することになるのは，その
翌日の 18 日目（１月 18 日）となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 5」となります。

	 	 	 	 	 	 	 	 累計（延べ）
　１日目	 １	２	３	４	５	６	７	８	９	10	 11	12	　	12
　２日目	 13	14	 15	16	 17	18	 19	20	 21	22	 23	24	　	24
　３日目	 	 	 	 	 	 			36	　	36
　４日目	 	 	 	 	 	 			48	　	48	
　５日目	 	 	 	 	 	 			60	　	60
　６日目	 	 	 	 	 	 			72	　	72	
　７日目	 	 	 	 	 	 			84	　	84	　　
　８日目	 85	　…………………	………………	　	96	　	96
　９日目	 97　　～　	102		　と　　１　	～	　	６	　108
　10 日目	 ７	　…………………	………………	　	18	 		120
　11 日目	 19	　…………………	………………	　	30	 		132	
　12 日目	 31	　…………………	………………	　	42	 		144
　13 日目	 43	　…………………	………………	　	54	 		156
　14 日目	 55	　…………………	………………	　	66	 		168
　15 日目	 67	　…………………	………………	　	78	 		180
　16 日目	 79	　…………………	………………	　	90	 		192
　17 日目	 93	　…………………	………………	　102	　204 ＝ 102 の倍数

　18 日目	 １	２	３	４	５	６	７	８	９	10	 11	12

５
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問題 SU-7122-2-2

　156 人の従業員が働いている年中無休の店舗がある。この店舗では，経費
削減のため，今まで業者に委託していた清掃業務を，ある年の元日から従業
員が行うこととなった。
　156 人の従業員には，１番から 156 番までの従業員番号が付されており，
元日には１番から 24 番までの 24 人，１月２日は 25 番から 48 番までの 24 人，
というように，社員番号順に毎日 24 人ずつが清掃業務を行うこととした。
　このとき，再び元日と同じ 24 人が清掃業務を担当することになるのは１月
何日か。なお，この店舗では，１月には従業員の退社も入社もなく，早退も
なかった。

1.　１月 14 日
2.　１月 15 日
3.　１月 16 日
4.　１月 17 日
5.　１月 18 日

６
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問題 SU-7122-2-2

　累計人数が従業員数 156 の倍数となるのは，
　従業員数の「156」と，毎日 24 人ずつの「24」の最小公倍数として求める
ことができます。

	 	 ２　）	　156	　24
	 	 ２　）	　	78	　12
	 	 ３　）	　	39	　６
	 	 	 　	13	　２
　
　　最小公倍数＝２×２×３× 13 ×２＝ 156×２＝ 24×13 ＝累計 312 人

　　累計 312 人となるのは，312 ÷ 24 ＝ 13（日目）

　よって，再び１番から 24 番までの 24 人が担当することになるのは，その
翌日の 14 日目（１月 14 日）となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 1」となります。

	 	 	 	 	 	 	 累計（延べ）
　　１日目	 　１	 	～	 	24	 	 	 	24	
　　２日目	 　25	 	～	 	48	 	 	 	48　　
　　３日目	 　49	 	～					72	 	 	 	72
　　４日目	 　73	 	～					96	 	 	 	96
　　５日目	 　97	 	～	 120	 	 	 120
　　６日目	 	121	 	～	 144	 	 	 144

　　７日目		 145　146　147　148　149　150
	 	 151　152　153　154　155　156
	 	 	１　	２	　３　	４			５　	６
	 	 	７　	８　	９　	10			11	 	12	 168

　　８日目	 	13　	 	～	 	36	 	 	 182
　　９日目	 	37	 	～	 	60	 	 	 206
　　10 日目	 	61	 	～	 	84	 	 	 230
　　11 日目	 	85	 	～	 108	 　　	 	 254
　　12 日目	 109	 	～			 132	 	 	 278
　　13 日目	 133	 	～	 156	 	 	 302（302 は 156 の倍数）

　　14 日目	 	１	 	～	 	24

７
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問題 SI-7122-3-1

　1000 未満の自然数の中に，２，３，４，５，６のどの数で割っても割り切れる
ような３桁の自然数はいくつあるか。

1.　12 個
2.　14 個
3.　15 個
4.　16 個
5.　18 個

問題 SU-7122-3-2

　10000 未満自然数の中に，３，４，６，７，８，９のどの数で割っても割り切れ
るような４桁の自然数はいくつあるか。

1.　12 個
2.　14 個
3.　15 個
4.　16 個
5.　18 個

８
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問題 SU-7122-3-1

　２，３，４，５，６の５数の最小公倍数は，下記に示すように 60 となります。
なお，「	）	 」の左側の数字で割り切れないものは，元の数字をそのまま真下
に記載します。

	 ２	）	 ２	 ３	 ４	 ５	 ６
	 ３	）	 １	 ３	 ２	 ５	 ３
	 	 １	 １	 ２	 ５	 １

	 最小公倍数＝２×３×１×１×２×５×１＝ 60

　１～	999 の範囲に含まれる 60 の倍数の個数は，

	 999 ÷ 60 ＝ 16 あまり 40 より，16（個）となります。

　ただし，問題の要求は「３桁」となっていますから，60 は削除することと
なり，求める個数は 15（個）となります。
	 	 	 	 	 	 　　	 　　　「正解 3」となります。

　	 	 	60	 120	 180	 240	 300	 360	 420	 480	 540
	 600	 660	 720	 780	 840	 900	 960

　ちなみに，	「２」と「４」の最小公倍数は４，
	 	 「３」と「６」の最小公倍数は６，ですから，

　「２」と「３」は存在を無視していいことになります。つまり，

	 ２，３，４，５，６	 　４，５，６
	 	 	 　　＝		 	 	 となります。
	 の５数の公倍数	 　の３数の公倍数

×

問題 SU-7122-3-2

　「３」と「６」の最小公倍数は６，
　「４」と「８」の最小公倍数は８，ですから，
　「３」と「４」は削除し，６，７，８，９の４数の最小公倍数を求めます。

	 ２	）	 ６	 ７	 ８	 ９
	 ２	）	 ３	 ７	 ４	 ９
	 ３	）	 ３	 ７	 ２	 ９
	 	 １	 ７	 ２	 ３

	 最小公倍数＝２×２×３×１×７×２×３＝ 504

　１～	9999 の範囲に含まれる 504 の倍数の個数は，

	 9999 ÷ 504 ＝ 19 あまり 424 より，19（個）となります。

　ただし，問題の要求は「４桁」となっていますから，504 は削除すること
となり，求める個数は 18（個）となります。

	 	 	 	 	 	 　　	 　　　「正解 5」となります。

　なお，　　「６」と	「８」の最小公倍数は 24，
	 　　　	24	と	「９」の最小公倍数は 72，
　	 	 72	と	「７」は互いに素なので，最小公倍数＝ 24×７＝ 504
　として求めることもできます。

９
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問題 SU-7122-4-1

　Ａ～Ｅの５人がＰ，Ｑ２地点間をそれぞれ何度も往復する。スタート地点
はＰ地点で，全員が同時にスタートする。Ｐ地点からＱ地点までの所要時間は，
それぞれ２分，３分，４分，５分，６分で，５人ともそれぞれ一定の速さで
移動するものとする。スタート後，初めて全員が同時にＰ地点で出会うのは
何分後か。

1.　	30 分後
2.　	60 分後
3.　	90 分後
4.　120 分後
5.　150 分後

　

問題 SU-7122-4-2

　Ａ～Ｅの５人がＰ，Ｑ２地点間をそれぞれ何度も往復する。スタート地点
はＰ地点で，全員が同時にスタートする。Ｐ地点からＱ地点までの所要時間は，
それぞれ３分，５分，６分，９分，10 分で，５人ともそれぞれ一定の速さで
移動するものとする。スタート後初めて全員が同時に，Ｐ地点またはＱ地点
のいずれか一方に到達するとき，次のうち正しいのはどれか。

1.　Ｐ地点に到達しているのは５人のうち１人である。
2.　Ｐ地点に到達しているのは５人のうち２人である。
3.　Ｐ地点に到達しているのは５人のうち３人である。
4.　Ｐ地点に到達しているのは５人のうち４人である。
5.　５人全員がＰ地点に到達している。

　

10
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問題 SU-7122-4-1

　各人の往復に要する時間である４分，６分，８分，10 分，12 分の公倍数で
ある時間が経過する毎に，５人は同時にＰ地点に到達することになります。
　８と 12 の最小公倍数は 24，24 と 10 の最小公倍数は 120 ですから，５人が
同時に，そろってＰ地点に到達するのはスタートの 120 分後となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 4」となります。
	 　往復回数	 ×　往復所要時間	
　　Ａ	　　　	30	 ×　　	４分	 ＝　120 分
　　Ｂ		 20	 ×	 ６分　	＝　120 分
　　Ｃ	　　　	15	 ×	 ８分	 ＝　120 分	
　　Ｄ		 12	 ×	 10 分	 ＝　120 分
　　Ｅ		 10	 ×	 12 分	 ＝　120 分

　ちなみに，片道に要する時間の２分，３分，４分，５分，６分の最小公倍
数は 60 ですが，60 分後の各人の状況を調べると，ＣだけがＱ地点となります。

	 　片道回数	 ×　片道所要時間	 	 片道回数を往復回数に直すと

　　Ａ	　　　	30	 ×　　	２分	 ＝　60 分	 	 15 往復
　　Ｂ		 20	 ×	 ３分　	＝　60 分	 	 10 往復
　　Ｃ	　　　	15	 ×	 ４分	 ＝　60 分	 	 7.5 往復
　　Ｄ		 12	 ×	 ５分	 ＝　60 分	 	 ６往復
　　Ｅ		 10	 ×	 ６分	 ＝　60 分	 	 ５往復

問題 SU-7122-4-2

　３分，５分，６分，９分，10 分の公倍数である時間が経過する毎に，この
５人は，同時にＰ地点またはＱ地点のいずれかに到達することになります。
　６と９の最小公倍数は 18，５と 10 の最小公倍数は 10，18 と 10 の最小公
倍数は 90 となりますから，５人が同時に，そろってＰ，Ｑいずれかの地点に
到達するのは，スタートの 90 分後となります。

	 　	 	 　　片道の	
	 　片道回数	 ×　所要時間		 	 片道回数
　　Ａ	　　（　　）	 ×　　	３分	 ＝　90 分	 （　　）＝ 30	＝ 15 往復
　　Ｂ	　　（　　）	 ×	 ５分　	＝　90 分	 （　　）＝ 18	＝９往復
　　Ｃ	　　（　　）	 ×	 ６分	 ＝　90 分	 （　　）＝ 15	＝ 7.5 往復
　　Ｄ	　　（　　）	 ×	 ９分	 ＝　90 分	 （　　）＝ 10	＝５往復
　　Ｅ	　　（　　）	 ×	 10 分	 ＝　90 分	 （　　）＝９	 ＝ 4.5 往復

　よって，スタートの 90 分後，Ａ，Ｂ，Ｄの３人はＰ地点，Ｃ，Ｅの２人は
Ｑ地点に到達します。
	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 3」となります。

11
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問題 SU-7122-5-1

　ある駅では，１番線，２番線，３番線のプラットフォームに到着する列車
がそれぞれ６分間隔，９分間隔，10 分間隔で発車している。
　始発の発車時刻は，１番線と２番線はともに午前５時ちょうど，３番線は
その２分後である。このとき，初めて１～３番線の列車すべてが同時に発車
するのは，次のうちどの範囲か。

1.　午前６時ちょうど～６時４分
2.　午前６時５分～６時９分
3.　午前６時	10 分～６時 14 分	
4.　午前６時 15 分～６時 19 分
5.　午前６時 20 分～６時 24 分

12
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問題 SU-7122-5-1

　１番線，２番線，３番線のすべての始発が同時発車なら，次に１～３番線
の列車すべてが同時に発車するのは，６分，９分，10 分の最小公倍数である
90 分後となります。

　ところが，３番線の始発は，他の２つの始発の２分後に発車していること
から，求める時刻は，

　　　５時　＋（	６と９の公倍数	から２ひくと，10 の倍数になる時間（分））
	　＝	５時　＋（　　			18 の倍数	から２ひくと，10 の倍数になる時間（分））
となります。

	 　18 の倍数	 －　２
	 　18 ×１	 －　２　＝　16
	 　18 ×２	 －　２　＝　34
	 　18 ×３　	 －　２　＝　52
	 　18 ×４	 －　２　＝　70（70 は 10 の倍数）

　よって，求める時刻は，午前５時の 72 分後の午前６時 12 分となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 3」となります。

	 １番線		 	 ２番線		 	 ３番線

	 ０＝５時	 	 ０＝５時	 	
	 	 	 	 	 	 	 ２＝５時２分
	 ６＝５時６分		 	
	 	 	 	 ９＝５時９分
	 12 ＝５時 12 分	 	 	 	 12 ＝５時 12 分

	 18 ＝５時 18 分	 18 ＝５時 18 分

	 	 	 	 	 	 	 22 ＝５時 22 分
	

	 	 	 	 	 	 	 32 ＝５時 32 分
	 36 ＝５時 36 分	 36 ＝５時 36 分

	 	 	 	 	 	 	 42 ＝５時 42 分

	 	 	 	 	 	 	 52 ＝５時 52 分

	 72 ＝６時 12 分	 72 ＝６時 12 分	 72 ＝６時 12 分
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問題 SU-7122-5-2

　ある駅では，１番線，２番線，３番線のプラットフォームに到着する列車
がそれぞれ 18 分間隔，24 分間隔，30 分間隔で発車している。
　始発の発車時刻は，１番線と２番線はともに午前５時 30 分ちょうど，３番
線はその 12 分前である。このとき，初めて１～３番線の列車すべてが同時に
発車するのは，次のうちどの範囲か。

1.　午前 10 時ちょうど～ 10 時４分
2.　午前 10 時５分～ 10 時９分
3.　午前 10 時 10 分～ 10 時 14 分
4.　午前 10 時 15 分～ 10 時 19 分	
5.　午前 10 時 20 分～ 10 時 24 分
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問題 SU-7122-5-2

　１番線，２番線，３番線のすべての始発が同時発車なら，次に１～３番線
の列車すべてが同時に発車するのは，18 分，24 分，30 分の最小公倍数であ
る 360 分後となります。

　ところが，３番線の始発は，他の２つの始発の 12 分前に発車していること
から，求める時刻は，

　　	5:30　＋（	18 と 24 の公倍数	に 12 たすと，30 の倍数になる時間（分）)
	＝		5:30　＋	 （　	72 の倍数	に 12 たすと，30 の倍数になる時間（分））
となります。

	 　72 の倍数	 ＋　12
	 　72 ×１	 ＋　12　＝　	84
	 　72 ×２	 ＋　12　＝　156
	 　72 ×３　	 ＋　12　＝　228
	 　72 ×４	 ＋　12　＝　300（300 は 30 の倍数）

　よって，求める時刻は，午前５時 30 分の 288 分（４時間 48 分）後の午前
10 時 18 分となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 4」となります。

	 	１番線	 	 	２番線	 	 ３番線

	 	 	 	 	 	 　　	－ 12 ＝５時 18 分
	 	０＝５時 30 分	 	０＝５時 30 分　　

	 	18 ＝５時 48 分	 	 	 	 	18 ＝５時 48 分
	 	 	 	 	24 ＝５時 54 分
	 	36 ＝６時６分	 	 	 	 	
	 	 	 	 	48 ＝６時 18 分	 	48 ＝６時 18 分
	 	54 ＝６時 24 分	
	 	 	 	 	 	 	
	 	72 ＝６時 42 分	 	72 ＝６時 42 分	
	 	 	 	 	 	 	 	78 ＝６時 48 分	 	
	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 108 ＝７時 18 分

	 	 	 	 	 	 	 138 ＝７時 48 分
	 144 ＝７時 54 分	 144 ＝７時 54 分

	 	 	 	 	 	 	 168 ＝８時 18 分

	 	 	 	 	 	 	 198 ＝８時 48 分
	 	
	 	 	 	 	 	 	 228 ＝９時 18 分

	 	 	 	 	 	 	 258 ＝９時 48 分

	 288 ＝ 10 時 18 分	 288 ＝ 10 時 18 分	 288 ＝ 10 時 18 分
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問題 SU-7122-6-1

　２つの自然数Ａ，Ｂの最大公約数が 32，ＡをＢで除したときの値が 0.8 で
あるとき，ＡとＢの差はいくらか。

1.　	32
2.　	64
3.　	96	
4.　128
5.　160

※ＡをＢで除した
　ときの値が 0.8
　というのは，
　Ａ÷Ｂ＝ 0.8
　ということです。

問題 SU-7122-6-2

　２つの自然数Ａ，Ｂの最大公約数が 36，ＡをＢで除したときの値が 0.625
であるとき，ＡとＢの差はいくらか。

1.　	36
2.　	72
3.　108	
4.　144
5.　180
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問題 SU-7122-6-1

　たし算，ひき算，かけ算，わり算をそれぞれ加，減，乗，除といい，その
計算結果をそれぞれ和，差，積，商といいます。
　たし算を「加」ではなく，「増」だと思っている方が見受けられますが，正
しくは「加」です。「増」だと思っている方は「増減」という言葉を連想して
いるようですが，「手加減する」とか「いい湯加減」というときの「加減」が
正しいです。

　さて，例えば 18 と 24 の最大公約数は６ですが，このとき，

	 18 ＝６×３，24 ＝６×４，となり，３と４は互いに素となります。

　よって，ＡとＢの最大公約数が 32 ということは，

	 Ａ＝ 32 ×ｍ，Ｂ＝ 32 ×ｎ，としたとき，ｍとｎは互いに素です。

	 	 	 	　　Ａ　		0.8　		８	　	４
　また，Ａ÷Ｂ＝ 0.8 は，　		＝	 　＝　		＝	　　	となり，
	 	 	 　　	Ｂ　　	１　		10	　	５

　このとき，４と５（ｍとｎ）は互いに素です。

　以上より，	 Ａ＝ 32 ×４＝ 128，Ｂ＝ 32×５＝ 160，となり，

　ＡとＢの差＝ 160 － 128 ＝ 32　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 1」となります。

問題 SU-7122-6-2

　ＡとＢの最大公約数が 36 ということは，

	 Ａ＝ 36 ×ｍ，Ｂ＝ 36 ×ｎ，としたとき，ｍとｎは互いに素です。

	 	 	 	 	　Ａ	　0.625　　625	 125	 	25	 ５　
　また，Ａ÷Ｂ＝ 0.625 は，　　　＝	 	＝	 　	＝	　　＝	　　＝
	 	 	 	 	　Ｂ			　１	　　1000	 200	 	40	 ８

となり，このとき５と８（ｍとｎ）は互いに素です。
	 	 	

　以上より，Ａ＝ 36 ×５＝ 180，Ｂ＝ 36 ×８＝ 288，となり，

　ＡとＢの差＝ 288 － 180 ＝ 108　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 3」となります。
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問題 SU-7122-7-2

　210 をある自然数ｎで割ると 12 余り，510 をｎで割ると 48 余る。このとき，
ｎを５で割ると余りはいくらか。

1.　０
2.　１
3.　２
4.　３
5.　４

問題 SU-7122-7-1

　50 をある正整数ｎで割ると８余り，160 をｎで割ると６余る。このとき，
ｎを５で割ると余りはいくらか。

1.　１
2.　２
3.　３
4.　４
5.　０

18
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問題 SU-7122-7-2

　210 ÷ｎ＝ａあまり 12	 変形すると	 210 ＝ｎａ＋ 12

	 	 	 	 	 	 ｎａ＝ 198	 …　①

　510 ÷ｎ＝ｂあまり 48	 変形すると	 510 ＝ｎｂ＋ 48

	 	 	 	 	 	 ｎｂ＝ 462　	…　②

　すると，ｎは 198 と 462 の公約数となります（最大公約数とは限りません）。
そこで，198 と 462 の公約数を求めてみます。

	 ２	）	 198	 462
	 ３	）	 	99	 231
	 11	）	 	33	 	77
	 	 	３	 	７

　よって，考えられるｎは，

	 「２」　「３」　「11」
	 「６」＝２×３，　「22」＝２× 11，　「33」＝３×11，　および
	 「66」＝２×３× 11 ＝（最大公約数）　となります。

　では一体，ｎはいくらなのかというと，「510をｎで割ると48余る」ことから，

	 ｎ＝ 66 となります。

　なぜなら，48 以下の数で割って 48 余るということはありえないからです。

　66 を５で割ると余りは１となります。	 	 　　　「正解 2」となります。
　

問題 SU-7122-7-1

　	50 ÷ｎ＝ａあまり８　	 変形すると	 	50 ＝ｎａ＋８

	 	 	 	 	 	 ｎａ＝ 42	 …　①

　160 ÷ｎ＝ｂあまり６	 変形すると	 160 ＝ｎｂ＋６

	 	 	 	 	 	 ｎｂ＝ 154　	…　②

　すると，ｎは 42 と 154 の公約数となります（最大公約数とは限りません）。
そこで，42 と 154 の公約数を求めてみます。

	 ２	）	 42	 154
	 ７	）	 21	 	77
	 	 ３	 	11

　よって，ｎは，

	 「２」，「７」，「14 ＝２×７＝最大公約数」のいずれかとなります。

　では，一体，ｎはいくらなのかというと，「50 をｎで割ると８余る」ことから，

	 ｎ＝ 14 となります。

　なぜなら，８以下の数で割って８余るということはありえないからです。

　14 を５で割ると余りは４となります。	 	 　　　「正解 4」となります。
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問題 SU-7122-8-1

　ある高校の音楽部と美術部の部員数について，次のア～エのことがわかっ
ている。
　　ア　音楽部の部員数の男女比は，３：２である。
　　イ　美術部の部員数の男女比は，４：５である。
　　ウ　音楽部の部員数と美術部の部員数の比は，５：４である。
　　エ　音楽部と美術部の部員数の合計は 50 人以上 100 人未満である。
　このとき，音楽部の女子の部員数と美術部の男子の部員数の差は何人か。

1.　１人差
2.　２人差
3.　３人差
4.　４人差
5.　５人差
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問題 SU-7122-8-1

　この問題では，文字を使ってそれぞれの人数を表す必要はないのですが，
問題によってはそうした処理が必要となりますので，少し見ておきましょう。

　音楽部の部員数の男女比が３：２というとき，その具体的人数は，下記に
示すように無数の case が存在します。したがって，比だけで人数を確定する
ことはできません。そのため，例えば男子３ａ，女子２ａ，合計５ａのよう
に文字を使って表現します。

	 	 　男　子	 	 　女　子	 	 合計
　具体例１	 ３人＝３× 1		 ２人＝２×１		 ５人
　具体例２	 ６人＝３×２		 ４人＝２×２		 10 人
　具体例３	 ９人＝３×３		 ６人＝２×３		 15 人
　　	・	　	 　　・		 	 　　・		 	 	・
　　	・		 　　・		 	 　　・		 		 ・
　　	・		 　　・		 	 　　・		 		 ・
　一般表現	 ？人＝３×ａ		 ？人＝２×ａ		 ５×ａ

　一方，美術部の部員数の男女比は４：５ですから，例えば男子の部員数は
４ｂ，女子の部員数は５ｂ，合計は９ｂのように表現できます。
　さらに，音楽部と美術部の人数比は５：４で，音楽部の合計が５ａですから，
美術部の合計は４ａとなります。

	 	 　　男子	 女子	 　男女合計	 　合計は	 	
	 音楽部	　　３ａ	 ２ａ	 　　　　５ａ	　５の倍数　	
	 美術部	　　４ｂ	 ５ｂ	 　９ｂ＝４ａ	　９の倍数かつ４の倍数
	 ２部計

　すると，美術部の部員数は「９の倍数であり，かつ４の倍数である」こと
になり，言い換えると，「36 の倍数である」ということがわかります。
　「36 の倍数」というだけでは，36 人，72 人，108 人，144 人…など無数の
caseが存在します。しかし，仮に美術部の部員数が72人とすると，ａ＝18で，
音楽部の部員数は 90 人となり，条件エ（２つの部の合計で 100 人未満）に反
します。

　よって，次のように確定します。

	 	 　　男子	 	 女子	 　	 男女合計	 	
	 音楽部	　　27 人	 	 18 人	 　	 45 人
	 	 　　45 ×	3/5		 45 ×	2/5

	 美術部	　　16 人	 	 20 人	 　	 36 人	
	 	 　　36 ×	4/9		 36 ×	5/9	

	 ２部計	　　43 人	 	 38 人	 　	 81 人

　音楽部の女子の部員数 18 と美術部の男子の部員数 16 の差は２となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 2」となります。
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問題 SU-7122-8-2

　ある高校のバレーボール部と陸上部の部員数について，次のア～エのこと
がわかっている。
　　ア　バレーボール部の部員数の男女比は，７：５である。
　　イ　陸上部の部員数の男女比は，４：５である。
　　ウ　バレーボールの部員数と陸上部の部員数の比は，16：９である。
　　エ　２つの部の部員数の合計は 50 人以上 100 人未満である。
　このとき，バレーボール部の女子の部員数と陸上部の男子の部員数の差は
何人か。

1.　５人差
2.　６人差
3.　７人差
4.　８人差
5.　９人差
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問題 SU-7122-8-2

　この問題でも，文字を使ってそれぞれの人数を表す必要はないのですが，
問題によってはそうした処理が必要となりますので，少し見ておきましょう。

　バレーボールの部員数の男女比が７：５というとき，その具体的な人数は，
下記に示すように無数の case が存在します。したがって，比だけでは人数を
確定することはできません。そのため，例えば男子の人数は７ａ，女子の人
数は５ａ，合計人数は 12 ａのように文字を使って表現します。

	 	 　男　子	 	 　女　子	 	 合計
　具体例１	 ７人＝７× 1		 ５人＝５×１		 12 人
　具体例２	 14 人＝７×２		 10 人＝５×２		 24 人
　具体例３	 21 人＝７×３		 15 人＝５×３		 36 人
　　	・	　	 　　・		 	 　　・		 	 	・
　　	・		 　　・		 	 　　・		 		 	・
　　	・		 　　・		 	 　　・		 		 	・
　一般表現	 ？人＝６×ａ		 ？人＝５×ａ		 12×ａ

　一方，陸上部の部員数の男女比は４：５ですから，例えば男子の部員数は
４ｂ，女子の部員数は５ｂ，合計は９ｂのように表現できます。
　さらに，バレーボール部と陸上部の人数比は 16：９で，陸上部の部員数の
合計が９ｂですから，バレーボール部の部員数の合計は 16 ｂとなります。

	 	 　　男子	 女子	 　男女合計	 　合計は	 	
	 バレー	　　７ａ	 ５ａ	 	12 ａ＝ 16 ｂ	　12 の倍数かつ 16 の倍数
	 陸　上	　　４ｂ	 ５ｂ	 	９ｂ	　	 　９の倍数
	 ２部計

　すると，バレー部の部員数は「12 の倍数であり，かつ 16 の倍数である」
ことになり，言い換えると，「48（12 と 16 の最小公倍数）の倍数である」と
いうことがわかります。
　「48 の倍数」という情報だけでは，48 人，96 人，144 人…など無数の case
が存在しますが，仮に　バレーボール部の部員数が 96 人とすると，ｂ＝６で，
陸上部の部員数は 54 人となり，条件エ（２部合計で 100 人未満）に反します。

　よって，次のように確定します。

	 	 　　男子	 	 女子	 　	 男女合計	 	
	 バレー	　　28 人	 	 20 人	 　	 48 人	
	 	 　　48 ×	7/12	 48 ×	5/12
	
	 陸　上	　　12 人	 	 15 人	 　	 27 人	
	 	 　　27 ×	4/9		 27 ×	5/9	 	

	 ２部計	　　40 人	 	 35 人	 　	 75 人

　バレーボール部の女子の部員数 20 と陸上部の男子の部員数 12 の差は８と
なります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 4」となります。
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問題 SU-7122-9-1

　黒い碁石ｎ個すべてを並べて長方形の囲みをつくったところ，縦横の碁石
の個数の比は４：３になった。
　次に，この長方形の囲みを崩し，再びｎ個すべてを並べて長方形の囲みを
つくったところ，縦横の碁石の数の比は４：５になった。
　このとき，並べた黒い碁石の個数ｎとして，次のうち妥当なものはどれか。

1.　122 個
2.　124 個
3.　126 個
4.　128 個
5.　130 個
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問題 SU-7122-9-1

　縦４個，横３個の場合，および縦４個，横５個の場合で，それぞれ何個の
碁石が必要か調べてみましょう。

　case1）縦横比４：３の例		 	 case2）縦横比５：４の例

	 	 ●●●		 	 	 	 ●●●●●
	 	 ●　●		 	 	 	 ●　　　●
	 	 ●　●		 	 	 	 ●　　　●
	 	 ●●●		 	 	 	 ●●●●●
	 	 	 	 	 	
	 10 個＝（４＋３）×２－４		 14 個＝（４＋５）×２－４

　「－４」となっているのは，（４＋３）×２，および（４＋５）× ２では，
四隅の●を縦横双方で重複カウントすることになるため，４ひく必要がある
ことを意味します。
　また，「×２」となっているのは，縦，横ともに２列あることを意味して
います。

　実際には，case1，case2 ともに同じ個数（ｎ個）ですから，ｎ＝ 10 でも，
ｎ＝ 14 でもありません。ぞこで，「４：３」「５：４」という比をもとに数式
を立てると，次のようになります。

　　ｎ＝（４ａ＋３ａ）×２－４＝	（４ｂ＋５ｂ）×２－４	 ◎

　　ｎ＝ 14 ａ－４＝	18 ｂ－４	 ★

	 14 ａ＝ 18 ｂ

	 ７ａ＝９ｂ	 よって，ａ：ｂ＝９：７（７：９ではありませんよ！）

　仮に，ａ＝９，ｂ＝７とし，これを★式に代入すると，

	 ｎ＝ 14 ×９－４＝ 18 ×７－４＝ 126 －４＝ 122（個）　となります。

　もちろん，ａ：ｂ＝９：７という比の情報だけでは，ａ＝ 18，ｂ＝ 14 とか，
ａ＝ 27，ｂ＝ 21 など，無数の状況が存在します。
　しかし，ａ＝ 18，ｂ＝ 14 として★式に代入するとｎ＝ 248 となり，選択
肢の数字を超えてしまいます。
　よって，選択肢に示されている数（個数）の中で，可能性のある個数は
122 個のみとなります。
	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 1」となります。

　ちなみに，ａ＝９，ｂ＝７を◎式に代入すると，

	 ｎ＝（36 ＋ 27）×２－４＝（28 ＋ 35）×２－４＝ 122（個）となり，

　case1 では，（縦 36 個＋横 27 個）×２列	－	４
　case2 では，（縦 28 個＋横 35 個）×２列	－	４　となります。
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問題 SU-7122-9-2

　黒い碁石ｎ個すべてを並べて長方形の囲みをつくったところ，縦横の碁石
の個数の比は５：４になった。
　次に，この長方形の囲みを崩し，再びｎ個すべてを並べて長方形の囲みを
つくったところ，縦横の碁石の数の比は５：７になった。
　このとき，並べた黒い碁石の個数ｎとして，次のうち妥当なものはどれか。

1.　132 個
2.　136 個
3.　140 個
4.　144 個
5.　148 個

26
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27

問題 SU-7122-9-2

　縦５個，横４個の場合，および縦５個，横７個の場合で，それぞれ何個の
碁石が必要か調べてみましょう。

　case1）縦横比５：４の例		 	 case2）縦横比５：７の例

	 	 ●●●●	 	 	 	 ●●●●●●●
	 	 ●　　●	 	 	 	 ●　　　　　●
	 	 ●　　●	 	 	 	 ●　　　　　●
	 	 ●　　●	 	 	 	 ●　　　　　●
	 	 ●●●●	 	 	 	 ●●●●●●●
	 	 	 	 	 	
	 14 個＝（５＋４）×２－４		 20 個＝（５＋７）×２－４

　「－４」となっているのは，（５＋４）×２，および（５＋７）× ２では，
四隅の●を縦横双方で重複カウントすることになるため，４ひく必要がある
ことを意味します。
　また，「×２」となっているのは，縦，横ともに２列あることを意味して
います。

　実際には，case1，case2 ともに同じ個数（ｎ個）ですから，ｎ＝ 14 でも，
ｎ＝ 20 でもありません。ぞこで，「４：３」「５：４」という比をもとに数式
を立てると，次のようになります。

　　ｎ＝（５ａ＋４ａ）×２－４＝	（５ｂ＋７ｂ）×２－４	 ◎

　　ｎ＝ 18 ａ－４＝ 24 ｂ－４	 ★

	 18 ａ＝ 24 ｂ

	 ３ａ＝４ｂ	 よって，ａ：ｂ＝４：３

　仮に，ａ＝４，ｂ＝３とし，これを★式に代入すると，

	 ｎ＝ 18 ×４－４＝ 24 ×３－４＝ 72 －４＝ 68（個）　となります。

　しかし，選択肢の中に 68 はありません。

　選択肢を見ると 140 前後の個数となっていますから，上記のａ，ｂをそれ
ぞれ２倍（ａ＝８，ｂ＝６）にして，再び★式に代入すると，

	 ｎ＝ 18 ×８－４＝ 24 ×６－４＝ 144 －４＝ 140（個）　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 3」となります。

　ちなみに，ａ＝８，ｂ＝６を◎式に代入すると，

	 ｎ＝（40 ＋ 32）×２－４＝（30 ＋ 42）×２－４＝ 140（個）となり，

　case1 では，（縦 40 個＋横 32 個）×２列	－	４
　case2 では，（縦 30 個＋横 42 個）×２列	－	４　となります。
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問題 SU-7122-10-1

　50 円切手と 80 円切手を合わせて 2000 円分購入するとき，50 円切手の枚数
と 80 円切手の枚数の組合せは何通りあるか。ただし，50 円切手，80 円切手
ともに少なくとも１枚は購入するものとする。

1.　４通り
2.　５通り
3.　６通り
4.　７通り
5.　８通り

28



SU-7122-

　　　　		 	 Copywrite
	 	 	 遊学社　長山　訓	

問題 SU-7122-10-1

　50 円切手の購入枚数をａ，80 円切手の購入枚数をｂとすると，

	 50 ａ	 　＋　　80 ｂ	　　＝　　2000

となります。ここで，ａ，ｂは自然数ですから，
　　ⅰ）50 ａは 50 の倍数であり，2000 も 50 の倍数（2000 ＝ 50×40）です。
　　ⅱ）80 ｂは 80 の倍数であり，2000 も 80 の倍数（2000 ＝ 80×25）です。

　　	 	 　50 ａ	 　＋　　　　80 ｂ	 　　	 ＝　　2000
　　ⅰ	　　　50 の倍数　	 　＋　　（　　　　　）	 ＝　50 の倍数
　　ⅱ	　　［　　　　　］	 　＋　　　80 の倍数		 ＝　80 の倍数

　すると，	 ⅰより，80 ｂは（50 の倍数）となり，
	 	 ⅱより，50 ａは［80 の倍数］となります。

　これより，50 ａと 80 ｂはともに，50 と 80 の公倍数となり，いずれも 400
の倍数となります。

　　	 	 　50 ａ	 　＋　　　80 ｂ	 　　	 ＝　　2000
　　	 　　　400 の倍数　	 　＋　　400 の倍数	 	 ＝　400 の倍数

　　①	　　50 ×０＝０	 	 80 × 25 ＝ 2000
　　②	　　50 ×８＝ 400	 	 80 × 20 ＝ 1600
　　③	　　50 × 16 ＝ 800	 	 80 × 15 ＝ 1200
　　④	　　50 × 24 ＝ 1200		 80 × 10 ＝ 800
　　⑤	　　50 × 32 ＝ 1600		 80 ×５＝ 400
　　⑥	　　50 × 40 ＝ 2000		 80 ×０＝０

　50 円切手，80 円切手のいずれか一方のみ購入する場合も含めると上記の６
通りとなりますが，ここでは，いずれも少なくとも１枚となっていますから，
①と⑥は不適切です。よって，②～⑤の４通りとなります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 1」となります。

29
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30

問題 SU-7122-10-2

　１個 180 円のケーキＡと，１個 240 円のケーキＢを合わせて 3600 円分購入
するとき，Ａの購入個数とＢの購入個数の組合せは何通りあるか。
　ただし，Ａ，Ｂともに少なくとも３個は購入するものとする。

1.　４通り
2.　５通り
3.　６通り
4.　７通り
5.　８通り
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問題 SU-7122-10-2

　Ａの購入個数をａ，Ｂの購入個数をｂとすると，

	 180 ａ	　＋　　240 ｂ　　＝　　3600

となります。ここで，ａ，ｂは自然数ですから，
　　ⅰ）180 ａは 180 の倍数であり，3600 も 180 の倍数（180×20）です。
　　ⅱ）240 ｂは 240 の倍数であり，3600 も 240 の倍数（240×15）です。

　　	 	 　180 ａ	 　＋　　　　240 ｂ	 　　	 ＝　　3600
　　ⅰ	　　　180 の倍数　	 　＋　　（	　　　　　）	 ＝　180 の倍数
　　ⅱ	　　［　　　　　	］	 　＋　　　240 の倍数	 ＝　240 の倍数

　すると，	 ⅰより，240 ｂは（180 の倍数）となり，
	 	 ⅱより，180 ａは［240 の倍数］となります。

　これより，180 ａと 240 ｂはともに，180 と 240 の公倍数となり，いずれも
720 の倍数となります。

　　	 	 　180 ａ	 　＋　　　240 ｂ	 　　	 ＝　　3600
　　	 　　　720 の倍数　	 　＋　　720 の倍数	 	 ＝　720 の倍数

　　①	　　180 ×０＝０	 	 240 × 15 ＝ 3600	 	
　　②	　　180 ×４＝ 720	 	 240 × 12 ＝ 2880
　　③	　　180 ×８＝ 1440		 240 ×９＝ 2160
　　④	　　180 × 12 ＝ 2160		 240×６＝ 1440
　　⑤	　　180 × 16 ＝ 2880		 240×３＝ 800
　　⑥	　　180 × 20 ＝ 3600		 240×０＝０

　Ａ，Ｂのいずれか一方のみ購入する場合も含めると上記の６通りとなりま
すが，ここでは，「いずれも少なくとも４個」となっていますから，①と⑥は
不適切です。よって，②～⑤の４通りとなります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 1」となります。
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問題 SU-7122-11-1
　
　次のような２種類の直方体がそれぞれ 100 個ずつある。
	 直方体Ａ　→　３cm ×３cm ×６cm	
	 直方体Ｂ　→　３cm ×４cm ×６cm	

　このとき，次のイに示す個数は，アに示す個数の何倍か。

　ア）	できるだけ少ない個数のＡだけを積み重ねて立方体をつくるときに
	 必要となるＡの個数
　イ）	できるだけ少ない個数のＢだけを積み重ねて立方体をつくるときに
	 必要となるＢの個数

1.　３倍
2.　４倍
3.　６倍
4.　８倍
5.　12 倍

32
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問題 SU-7122-11-1

　Ａ，Ｂそれぞれにおいて，３辺の長さの最小公倍数を１辺の長さとする立
方体をつくることになります。

　Ａ	 ３と３と６の最小公倍数は６	
	 よって，つくれる最小の立方体は１辺の長さが６cm。

　ア	 ６cm ÷３cm	 ×　	６cm ÷３cm	 ×　	６cm÷６cm
　　　　　２個	 ×	 　２個	　	 ×	 　１個　	 ＝　４個

　Ｂ	 ３と４と６の最小公倍数は 12
	 よって，つくれる最小の立方体は１辺の長さが 12cm。

　イ	 12cm ÷３cm	 ×　	12cm ÷４cm	 ×　	12cm÷６cm
　　　　　４個	 ×	 　３個	　	 ×	 　２個		 ＝　24 個　

　よって，イにおけるＢの必要個数 24 は，アにおけるＡの必要個数４の６倍
となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 3」となります。

３

３

３ ３

６

３

３

３

３

４４４

６

６
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問題 SU-7122-11-2
　
　次のような２種類の直方体がそれぞれ 100 個ずつある。
	 直方体Ａ　→　３cm ×５cm ×６cm	
	 直方体Ｂ　→　３cm ×４cm ×５cm	

　このとき，次のイに示す個数は，アに示す個数の何倍か。

　ア）	できるだけ少ない個数のＡだけを積み重ねて立方体をつくるときに
	 必要となるＡの個数
　イ）	できるだけ少ない個数のＢだけを積み重ねて立方体をつくるときに
	 必要となるＢの個数

1.　６倍
2.　12 倍
3.　24 倍
4.　36 倍
5.　48 倍
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問題 SU-7122-11-2
　
　Ａ，Ｂそれぞれにおいて，３辺の長さの最小公倍数を１辺の長さとする立
方体をつくることになります。

　Ａ	 ３と５と６の最小公倍数は 30	
	 よって，つくれる最小の立方体は１辺の長さが 30cm。

　ア	 30cm ÷３cm	 ×　	30cm ÷５cm	 ×　	30cm÷６cm
　　　　　10 個	 ×	 　６個	　	 ×	 　５個　	 ＝　	300 個

　Ｂ	 ３と４と５の最小公倍数は 60
	 よって，つくれる最小の立方体は１辺の長さが 60cm。

　イ	 60cm ÷３cm	 ×　	60cm ÷４cm	 ×　	60cm÷５cm
　　　　　20 個	 ×	 　15 個	 ×	 　12 個	 ＝　3600 個
　

　よって，イにおけるのＢの必要個数 3600 は，アにおけるＡの必要個数 300
の 12 倍となります。	

	 	 	 	 	 　　	 	 　　　「正解 2」となります。
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問題 SU-7122-12-1

　４で割ると３余り，６で割ると５余る３桁の自然数のうち，最小のものを
ｎとするとき，ｎの百の位，十の位，一の位の３つの数の和はいくらか。

1.　８
2.　10
3.　12
4.　14
5.　16

36

問題 SU-7122-12-2

　４たすと６で割り切れ，６たすと８で割り切れる３桁の自然数のうち，最
小のものをｎとするとき，ｎの百の位，十の位，一の位の３つの数の積はい
くらか。

1.　４
2.　６
3.　８
4.　10
5.　12
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問題 SU-7122-12-1

　①　「４で割ると３余る数」としては，例えば７，11 などがあります。
	 	 ７÷４＝１余り３	 	 11 ÷４＝２余り３
	 	 ７＝４×１	＋	３	 	 11 ＝４×２	＋	３

　②	 そして，これらは「１たすと４で割り切れる数（１たすと４の倍数）」	
	 でもあります。
	 	 ７＋１＝８＝４×２		 11 ＋１＝ 12 ＝４×３

　③	「６で割ると５余る数」としては，例えば 11，17 などがあります。
	 	 11 ÷６＝１余り５	 	 17 ÷６＝２余り５

　④	 そして，これらは「１たすと６で割り切れる数（１たすと６の倍数）」	
	 でもあります。
	 	 11 ＋１＝ 12 ＝６×２	 17 ＋１＝ 18 ＝６×３

　⑤	 すると，②と④より，条件を満たす数は，
	 「１たすと４でも６でも割り切れる」であり，言い換えると，
	 「１たすと４と６の公倍数」＝「１たすと 12 の倍数」となります。

　※　	小さい順に並べると次に示すように，11 から始まって 12 ずつ増えて	
	 いきます。その結果，３桁の最小値は 107 となります。

	 11	 23	 35	 47	 59	 71	 83	 95	 107　…

　※	 求める値＝１＋０＋７＝８　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 1」となります。
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問題 SU-7122-12-2

　①　「４たすと６で割り切れる数」としては，例えば８，14 などがあります。
	 	 （８＋４）÷６＝２余り０	 　（14 ＋４）÷６＝３余り０

　②	 そして，これらは「６で割ると２余る数」	でもあります。
	 	 ８÷６＝１余り２	 　	 　14 ÷６＝２余り２
	 	 ８＝６×１	＋	２	 	 　14 ＝６×２	＋	２

　③	「６たすと８で割り切れる数」としては，例えば 10，18 などがあります。
	 	 （10 ＋６）÷８＝２余り０	 　（18 ＋６）÷８＝３余り０

　④	 そして，これらは「８で割ると２余る数」	でもあります。
	 	 10 ÷８＝１余り２	 	 　18 ÷８＝２余り２
	 	 10 ＝８×１	＋	２	 	 		18 ＝８×２	＋	２

　⑤	 すると，②と④より，条件を満たす数は，
	 「６で割っても，８で割っても２余る数」であり，言い換えると，
	 「６と８の公倍数＋２」＝「24 の倍数＋２」となります。

　※　	小さい順に並べると次に示すように，26 から始まって 24 ずつ増えて
	 いきます。その結果，３桁の最小値は 122 となります。

	 26	 50	 74	 98	 122　…

　※	 求める値＝１×２×２＝４　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 1」となります。
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問題 SU-7122-13-1

　２つの自然数Ａ，Ｂの最大公約数が12，最小公倍数が216である。このとき，
Ａ＋Ｂの最小値はいくらか。

1.　108
2.　132
3.　156	
4.　180	
5.　228
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問題 SU-7122-13-1

　Ａ×Ｂ＝（最大公約数 12）×（最小公倍数 216）＝ 2592　となります。

　最大公約数が 12 ということは，Ａ，Ｂともに 12 の倍数ですから，

	 Ａ＝ 12 ａ，Ｂ＝ 12 ｂ　と表すことができます。

	 ２	）	 12 ａ	 12 ｂ
	 ２	）	 ６ａ	 ６ｂ
	 ３	）	 ３ａ	 ３ｂ
	 	 　ａ	 　ｂ	 	 （ａとｂは互いに素）

	 最大公約数＝２×２×３＝ 12

	 最小公倍数＝２×２×３×ａ×ｂ＝ 12 ａｂ＝ 216　となります。

	 　　12	ａｂ＝ 216
	 　	 ａｂ＝ 18

　よって，ａｂ＝ 18（ａとｂは互いに素）となるような，ａとｂの組合せを
探すことになります。ここで求めるのはＡ，Ｂの和ですから，Ａ，Ｂの大小
関係は区別する必要がありません（Ａ＞Ｂでも，Ａ＜ＢでもＯＫ）。
　そこで，Ａ＜Ｂ（ａ＜ｂ）であるものと仮定して考えていきます。

	 　ａ	 ｂ	 	 12 ×ａ＝Ａ	 　12 ×ｂ＝Ｂ		 Ａ＋Ｂ
　①　	　１	 18	 →	 12 ×１＝ 12	 　12×18 ＝ 216	 　228
　②　	　２	 ９	 →	 12 ×２＝ 24	 　12×９＝ 108	 　132
　③　	　３	 ６	 →	 12 ×３＝ 36	 　12×６＝ 72	 　108

　上記①～③のうち，③については，ａとｂが互いに素ではありません。
　そのため，「ＡとＢの最大公約数が 12」という条件を満たしません。
　実際，（Ａ＝ 36）と（Ｂ＝ 72）の最大公約数は 36 です。

　よって，
　「ＡとＢの最大公約数が 12」という条件を満たすのは①と②のみであり，
	 求められているＡ＋Ｂの最小値＝ 132　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 2」となります。
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問題 SU-7122-13-2

　２つの自然数Ａ，Ｂの最大公約数が12，最小公倍数が648である。このとき，
Ａ＋Ｂの最小値は次のうちどれか。	

1.　180
2.　252
3.　348
4.　486
5.　660
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問題 SU-7122-13-2

　Ａ×Ｂ＝（最大公約数 12）×（最小公倍数 648）＝ 7776　となります。

　最大公約数が 12 ということは，Ａ，Ｂともに 12 の倍数ですから，

	 Ａ＝ 12 ａ，Ｂ＝ 12 ｂ　と表すことができます。

	 ２	）	 12 ａ	 12 ｂ
	 ２	）	 ６ａ	 ６ｂ
	 ３	）	 ３ａ	 ３ｂ
	 	 　ａ	 　ｂ	 	 （ａとｂは互いに素）

	 最大公約数＝２×２×３＝ 12

	 最小公倍数＝２×２×３×ａ×ｂ＝ 12 ａｂ＝ 648　となります。

	 　　12	ａｂ＝ 648
	 　	 ａｂ＝ 54

　よって，ａｂ＝ 54（ａとｂは互いに素）となるような，ａとｂの組合せを
探すことになります。ここで求めるのはＡ，Ｂの和ですから，Ａ，Ｂの大小
関係は区別する必要がありません（Ａ＞Ｂでも，Ａ＜ＢでもＯＫ）。
　そこで，Ａ＜Ｂ（ａ＜ｂ）であるものと仮定して考えていきます。

	 　ａ	 ｂ	 	 12 ×ａ＝Ａ	 　12 ×ｂ＝Ｂ		 Ａ＋Ｂ
　①　	　１	 54	 →	 12 ×１＝ 12	 　12×54 ＝ 648	 　660
　②　	　２	 27	 →	 12 ×２＝ 24	 　12×27 ＝ 324	 　348
　③　	　３	 18	 →	 12 ×３＝ 36	 　12×18 ＝ 216	 　252	
　④	 　６	 ９	 →	 12 ×６＝ 72	 　12 ×９＝ 108	 　180

　上記①～④において，③と④については，ａとｂが互いに素ではありません。
　そのため，「ＡとＢの最大公約数が 12」という条件を満たしません。
　実際に，	 ③の（Ａ＝ 36）と（Ｂ＝ 216）の最大公約数は 36 ですし，
	 　	 ④の（Ａ＝ 72）と（Ｂ＝ 108）の最大公約数も 36 です。

　よって，
　「ＡとＢの最大公約数が 12」という条件を満たすのは①と②のみであり，
	 求められているＡ＋Ｂの最小値＝ 348　となります。

	 	 	 	 	 	 	 　　　「正解 3」となります。

　


